
 

 

2013年度 国際漁業学会大会個別報告プログラム 

※報告時間は 17分、質疑応答は 8分とします。 

時間 
第 1会場（212教室） 第 2会場（216教室） 

座長 報告課題・報告者 座長 報告課題・報告者 

09:40 

| 

10:05 

(

関
西
学
院
大
学
） 

東
田
啓
作 

1-1．魚の水域と技術的規制 

 

 

広島修道大学 小川健 

 

(

三
重
大
学) 

松
井
隆
宏 

2-1．漁業補助金は過剰漁獲をもたらすか？ 

 

 

カルガリー大学大学院 阪井裕太郎 

 

10:05 

| 

10:30 

(

東
京
大
学) 

八
木
信
行 

1-2．タンザニア、ザンジバル島におけるダガー漁とその加工およびコンゴ民主
共和国への輸出産業の概要 

 

京都大学大学院 藤本麻里子 

 

2-2．京都産アカガレイの需要分析と今後のマーケティング展開に関する考察 

 

 

近畿大学大学院 中村太一 

 

10:30 

| 

10:55 

1-3．地域漁業管理機関（RFMO）設立条約の横断的比較 

 

 

水産庁 猪又秀夫 

 

(

中
央
水
産
研
究
所) 

宮
田
勉 

2-3．トランスログ型費用関数を用いたマダイ養殖業の計量経済的分析 

 

 

近畿大学大学院 阪口潤 

 

10:55 

| 

11:20 

(

大
東
文
化
大
学
） 

山
下
東
子 

1-4．漁村地域活性化とコミュニティビジネス 

－岩手県田老町漁協の取り組みを事例として－ 

 

東京海洋大学大学院 呂しょう・陳放・川辺みどり・婁小波 

 

2-4．京都府産サワラの岡山市場における評価に関する価格分析 

－個別効果の検証による評価差異に関する定量評価－ 

近畿大学 有路昌彦 

京都府農林水産技術センター海洋センター 上野陽一郎・山崎淳 

11:20 

| 

11:25 

休 憩 

11:25 

| 

11:50 

(

東
京
海
洋
大
学) 

婁
小
波 

1-5．水産物輸出促進と EU 向け水産 HACCP 認定審査の現状と課題 

 

 

（株）自然産業研究所 田村典江 

 

(

福
岡
工
業
大
学) 

大
石
太
郎 

2-5．天然トラフグ・マーケティング戦略構築のための消費者分析 

－消費地及び産地における消費特徴の解明－ 

 

水産総合研究センター 宮田 勉・松浦勉・鈴木重則 

 

11:50 

| 

12:15 

1-6．ブリ類・マダイ養殖と加工業者の経営比較分析 

 

 

近畿大学大学院 上村泰士 

 

2-6．養殖業への企業参入の受入に対する漁業者意識の類型化 

 

京都大学大学院 大南絢一 

三重大学大学院 山田二久次・松井隆宏 

 


